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みなさま、こんにちは。
神戸市港湾局みなと振興部長の林です。

ただいまより、
「持続可能な港湾の発展に向けた統合的なアプローチ」について、
IAPH第31回広州総会より、5月8日に行なわれた
プレナリー・セッション（全体大会）のご報告をさせていただきます。



Plenary Sessionの概要

■Plenary Sessionのテーマ：

「持続可能な港湾の発展に向けた統合的なアプローチについて」

<An Integrated Approach to Sustainable Port Development>
■テーマの趣旨

持続可能な開発目標（SDGs）とは、持続可能な世界を

実現するための17のゴール・169のターゲットからなる国

連が策定した開発目標である。

経済的、社会的など多様な側面をもつこの開発目標に

対して、世界の港湾ではそれぞれどのような取り組みを

行っているのか。各港のアプローチについて共有する。

テーマ 発表者 所属

1 広州港の持続可能な港湾開発 徐 紅雨 広州市港湾局

2
都市との共存を目指して
―APECグリーンポートの活動事例―

于 秀娟 APSN

3 パネルディスカッション テサ・メイヤー アス港（ブラジル）

司会：パトリック・フェアホーヘン（IAPH） ロージー・メルセル オークランド港（ニュージーランド）

リ・ユンヒュク 釜山港（韓国）

エリック・ド・デケール アントワープ港（ベルギー）

ハディザ・バラ・ウスマン ナイジェリア港（ナイジェリア）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、全体大会の概要からご説明いたします。

今回の全体大会のテーマは、
「持続可能な港湾の発展に向けた統合的なアプローチについて」でした。

「持続可能な港湾の発展」というのは、
みなさまご承知のとおり、持続可能な世界を実現するために、
2015年の国連サミットで採択された、17のゴール・169のターゲットから構成される
国際目標がベースとなっています。

気候変動やエネルギーなどの環境面をはじめ、
雇用や教育など、社会的、経済的な側面をもつこの開発目標に対して、
各港でどのような取り組みを行っているか、表のとおり、

広州港とAPECポートサービスネットワークから2つの発表と、
IAPHのパトリック・フェアホーヘン氏がモデレーターとなり、
パネル・ディスカッションがありました。



1. 広州港の持続可能な港湾開発

■広州港の概要

・珠江デルタに位置する華南最大の貿易港

・開港以来2,000年以上の歴史

・100ヵ国/400港以上と貿易、44の姉妹港

・貨物取扱量：6億1,300万トン(2018年実績)
コンテナ取扱量：2,192万TEU(2018年実績)

■広州港の利点

・立地の優位性

・広域な背後圏（珠江デルタの中心）

・鉄道、高速道路、内陸水路網の発達

・豊富な貨物取扱種類

（コンテナ、バラ積み、石油、自動車、客船）

徐 紅雨（広州市港湾局副局長）

■持続可能な港湾開発への取り組み

・地域的な連携：一帯一路、粤港澳大湾区

・戦略的な設備投資：南沙港区の大規模開発

・経済特区（自由貿易試験区）：

広東自由貿易試験区（南沙）、広州南沙保税港区

・技術革新、スマートポートの実現

・グリーンポート

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず最初の発表は、
開催地である広州市港湾局の徐（しゅう）副局長から、
「広州港の持続可能な港湾開発」というタイトルで、
広州港の取り組みについて説明がありました。

広州港は、
珠江デルタの中心に位置する華南最大の港で、
2,000年以上続く歴史がある古い港です。

珠江デルタとは、珠江という川の河口の
広州、香港、深セン、マカオなどを中心とする三角地帯のことです。
広州は、広州自体も経済成長が著しい都市ですが、
これらの近隣の都市から100km圏内に位置しており、
発達した鉄道や高速道路、河川による交通網などによって結ばれています。

そのため、広州港は現在、コンテナ取扱量2,192万TEUを誇る
世界5位の港となっています。

持続可能な港湾開発としても、
まず地域的な連携について挙げられ、
一帯一路政策の拠点となることや、粤港澳大湾区という
珠江デルタより広い9都市との連携が述べられました。

また、広州港の中で比較的新しい港である南沙港区は、
現在第4期の大規模開発が進められており、2021年に
完成予定です。（年間480万TEU）

このプロジェクトでは、シングルトラクターなどの
自走化、自働化も含まれており、完成すれば
大幅なコスト削減や安全管理の強化につながるとのことです。

南沙港区は、自由貿易試験区（経済特区）に
指定されており、上海やシンガポール、香港に続き、
経済環境の最適化を図っているとのことです。






2. APEC グリーンポートの活動事例

■APSN（APEC Port Service Network）の概要
・APEC域内における港湾関係者（公民含む）の
ネットワーク構築を目指す取り組み。
・中国政府の提案で、APEC交通ワーキンググル
ープ内に設置。

・18ヵ国／地域により構成され、日本も加盟。

于 秀娟（APSN事務局長）

■活動事例

● ロングビーチ港

・船舶の陸電利用（2020年までに80%以上）
・グリーン・フラッグ・プロジェクト
航海速度を自主的に減速した船に対して、
港湾設備使用料を減免

● シンガポール港（MPA）
・グリーン・シップ・プログラム

船舶のエネルギー効率設計＋認定SOxスクラバー搭載

→船舶登録料75%、トン数税50%減免
● バンクーバー港

・船舶による鯨への騒音規制
● ジュロン港（シンガポール）

・太陽光発電

＜都市との共存を目指して＞

ロングビーチ港の事例

40 海里

グリーンフラッグ・プロジェクト

陸電利用割合

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は、
APEC・ポート・サービス・ネットワークの干（ゆう）事務局長から、
「APECグリーンポートの活動事例～都市との共存を目指して～」
というタイトルで発表がありました。

「APEC・ポート・サービス・ネットワーク」とは、
APEC域内における、港湾関係者のネットワーク構築を目指す取組みで、
2008年より、中国政府の提案で、
APEC交通ワーキンググループ内に設置されました。

現在、日本をはじめ、
アメリカ・カナダ、ロシア、オーストラリア、フィリピンなど
環太平洋地域の、18の国と地域が加盟し、
シンポジウムの開催や、刊行物の発行などによる
情報交換の促進などに取り組んでいます。

2016年より、「グリーン・ポート・アワード・システム（GPAS）」という
認証プログラムを開始し、APEC域内の環境に対する取り組みについて
評価を行っており、今回は、そこで認証された各港の活動事例、
ベスト・プラクティスについて紹介されました。

各港で、インセンティブや罰金などを上手に組み合わせて、
港湾の大気汚染やエネルギー、騒音などの問題に取り組んでいる様子が伺えました。

まず、ロングビーチ港では、
2014年に陸上電力設備の設置が完了し、船舶に対しても、
2014年～16年までに、着岸する船舶の50%以上、
2017年～19年までに70%以上、2020年までに80%以上という
段階を定めて、陸電の使用が実行されていると述べられました。

これらは州法のため、違反した船舶事業者への罰金として、
状況に応じて1,000～75,000ドルが課されるそうです。

陸上電力は、停泊中の船舶からの大気汚染を95%削減されるとのことで、
神戸港でも水素などの利活用によるクリーンエネルギーの推進に取り組んでいるので、
非常に参考になりました。

一方、「グリーンフラッグプロジェクト」として、
自港から40海里内の航海速度を、12ノット以下に減速した船に対して、
25%の岸壁使用料の減免や、「グリーンフラッグ」の贈呈といった
インセンティブを与える取り組みも行っており、年間1,000トン以上の
NoxやCo2排出量削減につながっているそうです。

そのほか、シンガポールでは、IMO（アイエムオー）によって策定された
指標を満たすエネルギー効率設計の船舶導入や、
認定されたSox（ソックス）スクラバー搭載によって、
登録料75%、とん税50%減免される取り組みを行っています。

また、バンクーバー・フレーザー港での、
鯨の生態に与える影響を考慮した、騒音が少ない船舶へのインセンティブや、
太陽光発電に取り組むシンガポールのジュロン港での事例が紹介されました。

===================================================
LB: 年間90%以上の寄港について減速規定を順守した船社に対して、
エネルギー効率設計指標：EEDI



2. APEC グリーンポートの活動事例

バース停泊中の船舶に

陸電供給

バラ積みターミナルに

AI照明を導入

RTGのディーゼル燃料を

電気に代替

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、最後に、広州港の取り組みが紹介されました。

広州港では、香港や深センといった競合する近隣の港に対抗するため、

　・RTGのディーゼル燃料を電気に代替
　・停泊中の船舶に、陸上電力を供給
　・バルクターミナルにAI照明を導入

という、3つの取り組みを主に行っているとのことです。

特に、船舶への陸電供給について、
この発表では詳しく述べられなかったのですが、
後ほどご説明いたします「ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム（WPSP）」
のホームページより補足いたしますと、
2017年4月から南沙港区で開始されたもので、
第15バースに2つ設置されているとのことです。

これらの設備のおかげで、
停泊中の船舶において必要な電力（例えば、電気や通信、
冷蔵庫の使用などに必要な電力）について、
陸上からのクリーンな電気を利用することができるため、
補助エンジンを動かして船の動力となるディーゼル燃料を使用する必要がなくなります。

これにより、二酸化炭素（CO2）及び窒素酸化物（NOx）や
硫黄酸化物（SOx）の排出が削減され、
騒音も軽減されるとのことでした。

こうした取り組みを通じて、
APEC・ポート・サービス・ネットワークでは、ターミナルオペレーターや
船社、政府など、全ての関係者と協力し、都市と共に発展する
グリーンポートを目指します、と述べられました。




3. パネルディスカッションの概要

パトリック・フェアホーヘン
（IAPH／専務理事）

ロージー・メルセル
（オークランド港／サステナビリティ部門長）

テサ・メイヤー
（アス港／最高商務責任者）

リ・ユンヒュク
（釜山港／マーケティング主任）

エリック・ド・デケール
（アントワープ港／CSRマネージャー）

ハディザ・バラ・ウスマン
（ナイジェリア港／専務理事）

司会 パネル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、ご覧の参加者によるパネルディスカッションが行われました。

司会・進行を
IAPHマネージング・ディレクターのパトリック・フェアホーヘン氏が務め、

パネルとして、
ブラジルのアス港から、テサ・メイヤー　チーフ・コマーシャル・ディレクター、
ニュージーランドのオークランド港から、ロージー・メルセル　サステナビリティ部門長
韓国の釜山港から、　リ・ユンヒュク　マーケティング主任、
ベルギーのアントワープ港から、エリック・ド・デケール　CSRマネージャー、
そして、ナイジェリア港から、　ハディザ・バラ・ウスマン マネージング・ディレクター

の5名が参加しました。

ところで、これらの方々をご覧になり、
みなさま、何かお気づきになることはありますでしょうか？

お気づきのとおり、
まず、ヨーロッパ、アジア、アフリカ、南米、豪州、と、
各大陸・地域からバランス良く集められており、
各港湾の運営形態も、政府、自治体による運営から民間港までさまざまです。

また、取扱貨物の種類も、商業港から多目的港までさまざまですし、
港湾の規模としても、いわゆるメジャーな港からマイナーな港まで、
「多様性」を意識したメンバーで構成されており、
それぞれの特色を踏まえた話を伺うことができました。




3. パネルディスカッションの様子

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当日は、このような雰囲気でディスカッションが行われました。

司会のパトリック氏から、3つ質問が出され、
それに対して、各港が順番に回答するという形式で行われました。

次に、その概要を一つずつ見ていきます。



3-1. パネルディスカッション
■持続可能な港湾開発に向けて、どのような統合的なアプローチを行っているか？

発表者 回答

アス港

・アス港は民間港だが、利益の追求だけでなく環境にも配慮（2014年開港）
①安全性 ②港湾労働者の教育 ③港湾開発のためのライセンス取得

・小さい港のため、草の根活動的なプロジェクトにも積極的（亀の放流等）
⇔大きな港では、長期的な大規模プロジェクトを行える

オークランド港

・コストの削減だけでなく、持続可能な港湾開発が必須
・船舶の排出ガス規制に注力
・ターミナルの自働化
・ステークホルダーへの透明性

釜山港

・港湾の再開発プロジェクト→職を失った職員に補償
⇔法的なフレームワークがなく混乱

・2004年より「釜山港湾公社」発足
→市民へのPRのため、港湾視察ツアーを毎日実施

アントワープ港

・経済危機に対応するため、2011年頃より本格的な議論を開始。
・環境に対する取り組みは、港湾の経済発展にも不可欠。
・移動手段（モビリティ）の変革→気候変動に直結
・ターゲット設定→日々の行動／ユーザーとの連携

ナイジェリア港

・大型船舶の受入のため港湾開発（岸壁拡張など）
→浚渫で発生する土砂の処理等

・クリーンパワーの供給により、都市と港の近接性を確保
・石油製品のパイプラインの活用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず１つ目の質問として、
「持続可能な港湾開発に向けて、どのような統合的なアプローチを行っているのか？」
という問いがなされました。

まず、アス港の回答として、
アス港は開港してまだ5年目の新しいプライベート・ポートであるが、
民間港であるからといって利益の追求ばかりを行うのではなく、
持続可能な港湾開発を行っているとの話がありました。

また、まだ新しい港だからこそ、義務感からではなく、
積極的に、新しいアイディアに次々と取り組んでおり、
例えば、62kmのビーチをモニタリングして、亀の赤ちゃんの放流などを
行っているそうです。

実は、神戸港でも、神戸空港の空港島の中にある
人工ラグーンで、傷ついたウミガメの保護を行っており、
遠く離れた南米の港に、意外な共通点を見出する

オークランド港からは、排出ガス規制やターミナルの自動化の話があり、
釜山港は、「港湾の再開発」という視点で、
組織再編の際に、職員500名の早期退職やそれに伴う補償が必要となり、
法的な規定などがなく混乱したが、それらを乗り越えてやるしかなかったと話していました。

また、アントワープ港では、
経済危機に対応するため、2011年頃から、持続可能な港湾開発について
本格的な議論が開始されました。

特に、気候変動の課題に直結するものとして、
コンテナ貨物など、“モノ”が集まる港としての輸送交通と、
毎日何万人もの港湾労働者が生活する、“ヒト”が集まる港としての通勤交通という
２つの側面から、「移動手段（モビリティ）」の変革の重要性が述べられました。

アントワープ港では、2030年までに、港に出入りする
コンテナの42%がバージ、15%が鉄道、43%が道路での輸送となるよう
目標を掲げています。

この目標設定にしても、
2030年にするのか、2050年にするのかという期限や、レベル設定について
議論がありましたが、ある程度チャレンジングな目標でないと、
本当にやろうという気にならないと語っていました。

持続可能な発展への取り組みは、
経済発展のため、経済発展に大きな付加価値をもたらすものとして、
とても重要だと考えているとのことでした。

最後に、ナイジェリア港からは、
現在も大規模な開発が行われているために、浚渫によって発生した土砂の処理や、
石油製品の輸送について、パイプラインの利活用が
都市の安全にとって重要であるが、パイプラインをもたない地域もあるので課題だ
と述べました。





3-2. パネルディスカッション
■（競合する）他港とは、どのように連携しているか？

発表者 回答

アス港
・アントワープ港より出資を受けている
・今回のIAPH総会において、広州港とMoUを提携
・自港のコミュニティ内での連携を重視

オークランド港
・各部署間での連携が重要
・大規模な港（バンクーバー、ロッテルダム、アントワープ）をベンチマーク
・現在、ニュージーランドではリーダーシップを発揮

釜山港
・異なる運営主体（国、自治体、民間）の場合、連携が難しい

→共通点を見いだせれば連携可能
※IAPH（WPSP）の170港湾も多様性に富む

アントワープ港 ・近隣の港と、ビジョンや最適事例を共有
・特に、欧州ではモビリティ・気候変動が共通の課題

ナイジェリア港
・発表者自身がIAPH アフリカ地域 副会長

→地域、大陸全体での連携を目指している
・プロジェクトや環境アセスメント自体がゴールではない。今後の連携が重要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次の質問としてあげられたのは、
「近隣の他の港とは、ビジネス面で競合することもあると思うが、
　どのような連携に取り組んでいるか？」ということでした。

アス港からは、
今回のパネル港の一つであるアントワープ港より
出資を受けているとのことでした。
また、今回の広州総会において、広州港と連携協定が締結されました。

オークランド港では、
ロッテルダムやバンクーバーなどのメジャーな港をベンチマーキングしながら学び、
ニュージーランドの各港の中でリーダーシップを発揮しています。

釜山港は、他港との連携の取り組みについては遅れていると感じている、
とした上で、運営主体が異なれば、連携が難しいのでは
と述べました。

これに対して、議長のパトリック氏から、
IAPH(ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム)に加入する170の港湾においても
運営主体は国や地方自治体、民間など様々であるので、
良い課題が見つかったと述べました。

アントワープ港は、先ほどの「モビリティ」の課題などに対して、
近隣の港と、上手くいったベストプラクティスの事例など、
多数の情報交換を行っているとのことでした。

そして、ナイジェリア港は、
近隣の港と同じレベルでの運営を行っているか確認するために
ベンチマークすることは重要であり、環境に対する取り組みに連携は必要であるが
プロジェクトやアセスメント自体がゴールなのではなく、
連携と








3-3. パネルディスカッション
■今後、WPSPに期待することは何か？

発表者 回答

アス港 インスピレーション（刺激）、ガイダンス

オークランド港 ガイダンス、報告

釜山港
最適事例の共有

→ファイルをアップロードできれば、詳細なデータ交換が可能

アントワープ港 ロードマップ、知識の共有

ナイジェリア港 （時間切れのため回答無し）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後の質問として、
「『ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム』に期待することは？」
という問いがなされ、それぞれ一言ずつ、手短に回答を求められました。

ここで、みなさま既に十分ご承知かと思いますが、少し補足させて頂きますと、
(→次のページへ)

（→次のページより）
今後、この「ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム」
に期待することとして、各参加者からは、表のとおり、
他港の豊富な事例を共有することによって知見を深め、
それによってより良い方向を目指すことのできる
『道しるべ』のような役割が期待されていることが分かりました。

（→最終ページ：12ページへ）





4-1.ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム

WPSPとは
2017年5月12日、IAPHにおいて設立が決定された、世界の港湾における
持続可能性に対する取り組み。

国連の開発目標（SDGs）に基づいて、世界の港湾における持続可能性へ
の取り組みを強化し、あらゆるパートナーとの国際協力を促進する。

本プログラムは、2008年に開始されたIAPHの地球温暖化への取り組みで
ある「世界港湾気候イニシアティブ」を基に設立された。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム（WPSP）』とは、
IAPH内に2017年から発足した、持続可能性を模索する
取り組みのことです。

昨年、ウェブサイトを立ち上げられ（神戸港も掲載していただいているのですが）、
その中で、各港湾の持続可能な港湾開発における取り組み、
つまり、まさしく「持続可能な港湾の発展に向けた統合的なアプローチ」について
様々なプロジェクトが事例としてデータベース化されており、
誰でも閲覧可能です。

（→前ページに戻る）






4-2. ワールド・ポーツ・サステナビリティ・アワード

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プレナリー・セッション（全体大会）の内容としては以上ですが、
先ほどご説明させていただきました
『ワールド・ポーツ・サステナビリティ・プログラム』について、
広州総会最終日のガラ・ディナーにおいて、設立後初めての表彰が行われました。
以下、簡単にご報告をさせていただきます。

この表彰は、昨年3月にWPSPの取り組みが開始されて以来、
約1年間の成果を図るものとして設けられました。

60以上のエントリーがあり、その中から、
世界海事大学や国連貿易開発会議（UNCTAD）などの
選考員によって、各カテゴリーにおいて、
それぞれ3団体のファイナリストが選ばれました。

そこから、オンライン上での一般投票を経て、
最終的な表彰者が選ばれました。

表彰は、6つのカテゴリーで発表されましたが、
そのうち1つはガバナンスと倫理のカテゴリーとして1つにまとめられています。

まず1つ目のカテゴリー、
「レジリエント・インフラストラクチャー（弾力性のあるインフラストラクチャー）」では、
アブダビ港が受賞しました。

MAMAR（ママール）システムという、独自のシステムを開発し、
港湾局、税関、船舶および運送業者など、あらゆる関係者が閲覧可能な
ウェブ上でのプラットフォームを立ち上げたとのことです。

しかも、国内の5つの港と各船社を結び付けるだけでなく、
中国、ベルギー、スペインの3カ国11港にも使われているそうです。
===================================================

2つ目のカテゴリー、「気候とエネルギー」では、
アムステルダム港が受賞しました。

アムステルダム港では、プラスチックをディーゼルに転換する
非常に革新的な生産設備を建設し、毎年35,000トンのプラスチックを
約3,000万リットルの燃料に処理することが可能になったそうです。

通常のディーゼル燃料と比較して、生産される燃料のCO2排出量が80％少なくなるため、
約57,270トンのCO2排出量が削減されます。

===================================================

3つ目のカテゴリー、「コミュニティ・アウトリーチ」では、
「港湾開発」の分野では釜山港が受賞し、
「外部性への取り組み」の分野では、アントワープやアバディーンなどによる
共同プロジェクトが受賞しました。

釜山港では、未利用の港湾用地を15年かけて開発し、
プールやキャンプ場などのレクリエーション施設を建設した
とのことです。

また、アントワープ港を含む5都市による共同プロジェクトでは、
先ほどのパネルディスカッションの中でも出てきた「モビリティ」を改善する
取り組みです。

都市と港のアクセスを改善するため、水上バスや
自転車専用車線の構築、公共交通サービスの電動化など、
持続可能な移動手段への取り組みが行われました。

===================================================

4つ目のカテゴリー、「安全性とセキュリティ」では、
アントワープ港の「ポート・インフォメーション・ネットワーク」が
受賞しました。

130km²の港湾区域内の企業らと連携して、情報共有を
行っているとのことです。

===================================================

最後に、5つ目のカテゴリー、「ガバナンスと倫理」では、
アフリカのケニア港湾局とバンクーバー・フレイザー港が受賞しました。

ケニア港湾局では、その収益の一部をその社会投資プログラムに割り当てています。
学校や医療への資金調達と支援を目的としています。

バンクーバー・フレイザー港では、地元の港湾関係者との協力のもと、
長期展望を確認したほか、港内および周辺環境のライブ監視なども
行っています。


以上で、今回の広州大会で行われた
「持続可能な港湾の発展に向けた統合的なアプローチ」に関する
発表とさせていただきます。

ご静聴いただきありがとうございました。
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